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論文審査結果の要旨 
 
（１） 学位論文の審査は、ERB I 247室において 2016年 2月 9日（火）12時 40分に






 レゴ氏の博士論文中間報告の審査は、2年ほど前、ERB I 347室において 2014年 2
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があるが、そのような実証的調査は行ったのかどうかと質問した。レゴ氏からは、そのよ
うな実証的調査はしていないとの回答があった。さらに新垣委員からは、サラ・デイヴィ
ースの業績への本論文の依拠に関して、彼女の見解に同意していない箇所が第５章
でははっきり表現できていないのではないかという問いがあった。レゴ氏はデイヴィース
との見解との違いがあることを指摘し、とくにそれは「難民規範」が制度化されていない
点だと応答し、ただそれを169頁で指摘した。しかし、十分に明確に表現しきれていな
かったとレゴ氏も考えるとの回答であった。さらに新垣委員からは、ミャンマーの事例研
究が第５章に配置されているのは適当ではないとの指摘もあった。これについて、レゴ
氏もその通りであると思うと返答した。 
 千葉委員からは、本論文におけるフーコーの統治性を適用した理論的フレームワー
クは興味深いものがあり、東南アジア諸国の難民問題を考える上で示唆にとむ博士論
文で高く評価できるとの指摘があった。ただし、元来フーコーの場合、否定的な意味合
いで使用された統治性概念が、本論文のポスト植民地期の東南アジアの難民問題政
策においては多少とも積極的意味合いで使用されているという印象が残ったとの指摘
に対して、レゴ氏は「例外状況」や「ホモ・サケル」といった概念には批判的含意をもた
せたつもりであるとの回答があった。また千葉委員からはフーコーの使用した「統治性」
とそれを再構成した「ポストコロニアルな統治性」との差異、ならびに後者の概念のたと
えば植民地化を経験しなかったタイへの適用の妥当性が、十分に明確に議論されて
いないのではないかという指摘に対して、タイの場合でも統治性の様相には類似したも
のがあることは否定できないとの応答がなされた。千葉委員からは、統治性とポストコロ
ニアルな統治性の相違や後者の適用の妥当性の問題について、第１章と第６章でもう
少し精緻な議論が必要であると思うとのコメントがなされた。 
（３） 論文審査口述試験の後、引き続いて審査委員会を行なった。委員会はマイナー
な改訂が必要な諸点を確認した。そして委員会は、本論文が基本的に博士論文に値
する研究であること、東南アジア諸国の 1980 年代以降の難民受容問題に関する優れ
た研究であり、さらに独自の興味深い論点視点や理解が示されていることを確認し、博
士論文審査に合格と判断した。 
